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「令和元年 8 月の前線に伴う大雨」および「台風第 15 号」等による被害状況や、福祉関係者

による支援活動の取り組み等をお伝えする臨時号として発行しています。（広報室） 

 

 

 

 

 

台風第 17号により、沖縄地方では 21日（土）から、九州地方を中心とする西日本で

は 22日（日）からそれぞれ強風や大雨に見舞われました。宮崎県延岡市では、竜巻が

発生し、住宅の屋根が飛ばされたり車が横転するなどの被害が出ました。  

この台風による被害は、全国で人的被害が死者１名、負傷者 63名、住家被害として

一部損壊 517棟、床上浸水 12棟、床下浸水 31棟が生じています。 

（内閣府 9月 24日 14時）  

 なお、現時点では福祉施設への被害は確認されていません。 

 

＜長崎県の状況＞ 

長崎県対馬市では、台風がもたらした局地的な大雨により、島内の厳原（いづはら）

地域、上県（かみあがた）地域を中心に住家への浸水被害が生じました。対馬市社協

職員が被災地の状況確認を行うとともに、住民から支援ニーズの聞き取りを進めてい

ます。  

現時点では、被災された方の支援ニーズについては、通常の社協ボランティアセン

ターを通じて対応する予定です。  

 

＜宮崎県の状況＞ 

宮崎県延岡市では、22 日（日）に竜巻が発生し、家屋被害が生じました。延岡市社

協では職員が被災地の状況確認を行い、住民から支援ニーズの聞き取りを行いまし

た。  
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現時点では、被災された方の支援ニーズは通常の社協ボランティアセンターを通じ

て対応する予定です。  

 

＜長崎県社協、宮崎県社協、全社協の動き＞ 

宮崎県社協、長崎県社協では、被災地の各市社協と情報共有を行っています。  

全社協では、被害の報告された県社協と連絡を取りながら情報収集を行っていま

す。  

 

 

 

 

 

9 月 9 日（月）早朝に関東地方に上陸した台風 15 号は、千葉県、神奈川県を中心

に大きな被害をもたらしました。また、16 日からの雨や台風第 17 号の影響によって住

家被害が拡大し、全・半壊を含め1万4,000棟を超える被害が確認されています（内閣

府 9月 24日）。 

昨日までに停電地域は解消されたとしていますが、依然として千葉県内で約 1,200

戸での停電と約 400戸での断水が続いています。 

なお、千葉県では、これまでに以下のとおり 25 市 15 町 1 村に災害救助法の適用

を決定しました。 

千葉市中央区・花見川区・稲毛区・若葉区・緑区、銚子市、館山市、木更津市、茂原

市、成田市、佐倉市、東金市、旭市、勝浦市、市原市、鴨川市、君津市、富津市、四

街道市、袖ケ浦市、八街市、印西市、富里市、南房総市、匝瑳市、香取市、山武市、

いすみ市、大網白里市、印旛郡酒々井町、印旛郡栄町、香取郡神崎町、香取郡多古

町、香取郡東庄町、山武郡九十九里町、山武郡芝山町、山武郡横芝光町、長生郡一

宮町、長生郡睦沢町、長生郡長生村、長生郡白子町、長生郡長柄町、長生郡長南

町、夷隅郡大多喜町、安房郡鋸南町 （適用日：9月 9日） 

 

＜支援活動の状況＞ 

○東京都、千葉県でのボランティア活動について 

東京都大島町の災害ボランティアセンターは、9月 20日までの活動により支援ニー

ズへの対応を終え、その活動を休止しました。今後、支援ニーズが生じた際には社協

ボランティアセンターにおいて対応することとしています。 

千葉県では、13 市町社協で災害ボランティアセンターを開設、8 市町（千葉市、館

山市、冨里市、匝瑳市、香取市、山武市、成田市、芝山町）社協では社協ボランティア

センターでそれぞれ被災者のボランティアニーズに対応しています。 

 

台風第 15 号による被害、支援活動状況等 
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なお、大網白里市並びに九十九里町の災害ボランティアセンターは活動を終了し、

今後の支援ニーズは社協ボランティアセンターにおいて対応することとしています。 

東京都・千葉県の各市町の災害ボランティアセンターおよび社協ボランティアセンタ

ーにおいては、9月 24日（火）までに延べ約 1万 2,500人のボランティアを受け入れ、

住民の支援にあたっています。 

なお、この間、各市町の災害ボランティアセンターの運営支援のため、千葉県社協

および同県内市町村社協から職員の応援派遣が行われるとともに、9 月 21 日からは

関東ブロックの都県・指定都市社協職員が支援に赴き、延べ 610 人が運営支援にあ

たりました。 

 

台風第 15号に伴う千葉県内の災害ボランティアセンター活動状況 

 (千葉県社会福祉協議会/9月 24日速報値) 

 

 

現在のボランティアニーズは、「屋根に登ってのブルーシート張り」が非常に多くなっ

ていますが、その作業には大きな危険が伴うため、一般の災害ボランティアでは対応

が困難であり、鳶職等の経験者で屋根・外壁等の養生ができる人（専門ボランティア）

に限り受け入れを行っているセンターが多くなっています。 

 また、求められている活動の規模から、ボランティアの募集地域を限定していることが

あります。ボランティアの募集・活動状況は変化しますので、参加を検討する際には、

各市町の最新情報を必ず確認してください。 

災害ボランティア活動はボランティア自身の自己責任において参加いただく

ものであり、万が一の事故に備え、ボランティア活動保険への事前加入をお願

いしています。 
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＜支援活動の状況＞ 

○被災地でのボランティア活動について 

佐賀県の 4市 1町（佐賀市、多久市、武雄市、小城市、大町町）で災害ボランティア

センターが設置されていましたが、このうち佐賀市と小城市は活動を終了し、今後は社

協ボランティアセンターにおいて対応することとしています。  

この間、佐賀県社協からの要請に基づき、九州ブロックの各県社協（幹事県：大分

県社協）が 9 月 6 日から 1 か月間の予定で、災害ボランティアセンターの運営支援の

ために応援職員の派遣を行っています。 

被災地で活動したボランティアは、福岡県筑後市とあわせ、8月 31日から 9月 21

日までに延べ 1万人を超えました（9月 22日は台風の影響で休止）。 

 
  

8 月 27 日からの大雨による被害、支援活動状況等 
（九州各県、岡山県、三重県） 
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また、岡山県新見市においても 9 月 4 日に災害ボランティアセンターが開設され、

直近の活動日である 15日（日）までに、延べ 1,881人のボランティアが活動しました。 

現在、29 日（日）に参加いただけるボランティアを事前申込にて募集しています。詳

細は新見市災害ボランティアセンターホームページをご参照ください。 

 

【新見市社会福祉協議会】 

http://www.shakyo-niimi.jp/R01svc.htm 
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